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業界初。塩素含有アクリルグラフト共重合樹脂の開発に成功

－硬質から軟質まで、シート・フィルム分野へ新たな展開－　

◎カネカは、一般的な塩化ビニル樹脂の製造プロセスを用いながら、塩化ビニル樹脂（ＰＶＣ）の一次構造を変性させた新たな塩素系樹脂の開発に取組んできた。その結果、アクリル分子鎖を完全にグラフト導入させることにより、塩素系樹脂とアクリル系樹脂の特長を有する新たな塩素系アクリルグラフトポリマー（製品名：『プリクトマー』商標登録申請中）の開発に業界で初めて成功した。

◎塩ビの柔軟性を確保するには可塑剤を配合することが一般的な方法であるが、アクリル酸ブチルポリマーをグラフト導入することにより、可塑剤を配合しなくても、

1） 半硬質、軟質塩ビ同等の物性が得られること。

2） ミクロ相分離構造を有し、透明感のある成型品が得られること。

３) 従来の塩ビ系樹脂に比べ溶融流動性が高く、耐熱性、耐候性に優れていること。

などの機能が発現され、塩ビ特有の透明性、難燃性、成形性等を損なわずに、屋外で使用しても黄変、強度低下し難い特長を併せ持っているため、硬質から軟質までのシート・フィルムなど広い分野への展開が期待できる。

◎従来、塩ビと他の樹脂の共重合は、主に塩化ビニルモノマーと酢酸ビニル、ウレタン、エチレン等のモノマー同士を重合させるラジカル重合が主流である。しかし、ラジカル重合では、塩化ビニルモノマーと各コモノマーの反応性が異なるため、様々な重合体（ランダム共重合体、ＰＶＣ、コモノマー単独重合体等）が混在した構成となっており、これまで完全なグラフトないしはブロック共重合樹脂を得ることはできなかった。

◎カネカは、独自技術の反応性アクリル酸エステル系ポリマーと塩化ビニルモノマーを共重合させる技術を開発したことにより、塩化ビニル主鎖にアクリル酸エステル系ポリマーを完全にグラフト導入させることを可能とした。

以　上

